
「
九
月
聖
書
」
の
訳
出
過
程
に
つ
い
て

　
　
　
ー
ガ
ラ
テ
ヤ
書
を
用
い
て
ー

湯土

川岐

郁健

子治

r九月聖書」の訳出過程について

一、

　
ヴ
イ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
で
一
五
二
二
年
九
月
に
出
版
さ
れ
た
た
め
に
「
九
月
聖
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
マ
ル
チ
ン
・
ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ
語

訳
新
約
聖
書
は
、
聖
書
翻
訳
史
上
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
語
の
発
達
史
上
、
極
め
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
翻
訳
が
、

エ
ラ
ス
ム
ス
に
よ
る
新
約
聖
書
校
訂
本
第
二
版
（
一
五
一
七
年
）
の
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ほ
と
ん
ど
通
説
の
。
こ
と
く
考
え
ら
れ
て
き
た
。
確
か
に
、
「
九
月
聖
書
」
が
エ
ラ
ス
ム
ス
校
訂
本
第
二
版
を
利
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は

改
め
て
間
題
と
す
べ
き
理
由
は
存
在
し
な
い
（
後
述
二
・
二
参
照
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
訳
が
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
に
拠
る
か
否
か
は
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（
2
）

必
ず
し
も
自
明
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
次
節
に
概
観
す
る
研
究
史
を
踏
ま
え
た
上
で
、
エ
ラ
ス
ム
ス
校
訂
第
二
版
の
ギ
リ
シ

ァ
語
本
文
及
び
こ
れ
と
並
列
し
て
印
刷
さ
れ
た
エ
ラ
ス
ム
ス
に
よ
る
ラ
テ
ン
語
訳
と
ル
タ
i
訳
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
、
「
九
月
聖
書
」

の
訳
出
過
程
の
実
態
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

二
、
研
究
史
概
観

二
・
一
　
デ
ィ
ッ
ベ
ル
ト

144

　
前
述
の
「
通
説
」
は
、
≦
＞
U
ω
に
収
録
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
解
説
（
な
い
し
論
文
）
に
、
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

フ
ラ
イ
タ
ー
ク
（
ン
卑
Φ
ヰ
お
）
は
、
「
ル
タ
ー
聖
書
は
、
原
典
の
翻
訳
で
あ
る
。
そ
れ
は
特
に
、
新
約
聖
書
の
書
簡
の
難
解
な
本
文
の

至
る
と
こ
ろ
で
明
ら
か
で
あ
る
」
（
≦
＞
∪
ω
ざ
軌
＆
）
（
這
呂
）
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
（
ρ
≧
ぼ
9
算
）
は
、
「
エ

ラ
ス
ム
ス
の
ラ
テ
ン
語
訳
は
、
ル
タ
ー
に
と
っ
て
は
、
ほ
ん
の
小
さ
な
補
助
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
」
（
譲
匪
∪
ω
ρ
い
図
図
H
＜
）
（
一
8
0
）

と
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
通
説
に
対
し
て
疑
問
を
呈
し
た
の
が
、
一
九
四
一
年
の
デ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
（
U
一
げ
σ
①
δ
の
論
文
「
ル
タ
ー
の
新
約
聖
書
ド

イ
ツ
語
訳
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
本
文
を
底
本
と
し
て
い
た
か
」
で
あ
る
。
彼
は
、
ル
タ
ー
の
ギ
リ
シ
ァ
語
能
力
の
実
態
を
綿
密
に
調
査
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

一
六
世
紀
初
頭
に
お
け
る
古
典
文
学
・
古
典
語
の
研
究
の
一
般
的
な
状
況
と
ル
タ
i
自
身
の
古
典
語
研
究
の
実
態
、
ル
タ
ー
の
書
簡
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
聖
書
講
義
に
お
け
る
聖
書
引
用
、
翻
訳
に
つ
い
て
の
彼
の
所
信
を
記
し
た
「
翻
訳
者
へ
の
手
紙
」
、
さ
ら
に
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
討
論
に
お

　
　
　
　
　
　
（
7
）

け
る
ル
タ
ー
の
要
請
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
る
資
料
の
詳
細
な
調
査
の
結
果
、
ル
タ
ー
は
短
期
間
ギ
リ
シ
ァ
語
習
得
に
励
ん
だ
時
期
が
あ



　
　
ハ
ゑ

る
も
の
の
、
彼
に
は
新
約
聖
書
を
原
典
か
ら
自
力
で
訳
出
し
得
る
程
の
ギ
リ
シ
ァ
語
能
力
は
生
涯
備
わ
ら
な
か
っ
た
と
す
る
。
以
上
が
デ

ィ
ッ
ベ
ル
ト
の
論
文
の
「
主
要
部
分
」
を
成
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
続
い
て
、
主
と
し
て
ル
タ
ー
訳
と
ウ
ル
ガ
タ
訳
と
の
比
較
を
通
し
て
、
ル
タ
ー
訳
は
ウ
ル
ガ
タ
訳
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ

と
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
ラ
テ
ン
語
訳
と
註
も
ル
タ
7
訳
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
ル
タ
i
訳
は
基

本
的
に
は
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
か
ら
の
翻
訳
と
は
言
い
難
い
と
結
論
す
る
。

　
デ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
の
論
文
の
「
主
要
部
分
」
に
つ
い
て
は
、
ル
タ
ー
の
著
作
を
含
む
諸
資
料
の
渉
猟
の
広
さ
と
深
さ
に
お
い
て
他
の
追
随

を
許
さ
ず
、
充
分
に
説
得
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
論
文
の
題
の
示
す
「
ル
タ
ー
の
新
約
聖
書
ド
イ
ツ
語
訳
」
そ
の
も
の
に
つ

い
て
の
資
料
に
即
し
た
検
討
は
量
的
に
も
少
な
く
説
得
力
に
欠
け
、
ボ
ル
ン
カ
ム
（
ω
o
ヨ
ξ
筥
ヨ
）
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

二
・
ニ
　
ボ
ル
ン
カ
ム

r九月聖書」の訳出過程について

　
デ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
の
六
年
後
に
現
れ
た
ボ
ル
ン
カ
ム
の
論
文
「
ル
タ
ー
の
新
約
聖
書
翻
訳
の
底
本
に
つ
い
て
」
は
・
（
－
）
ギ
リ
シ
ァ
語

本
文
と
ラ
テ
ン
語
訳
、
（
2
）
ル
タ
；
の
翻
訳
と
ツ
ァ
イ
ナ
i
聖
書
（
N
a
富
ぴ
ぎ
巴
）
、
と
い
う
二
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　（

）
は
、
ル
タ
ー
が
エ
ラ
ス
ム
ス
校
訂
第
二
版
を
利
用
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
始
ま
る
・
ヴ
ァ
ル
タ
i
（
名
，
≦
巴
爵
R
）

な
ど
は
、
エ
ラ
ス
ム
ス
校
訂
第
二
版
の
註
に
お
い
て
エ
ラ
ス
ム
ス
が
ウ
ル
ガ
タ
訳
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ル
タ
ー
が

そ
れ
を
見
逃
し
て
翻
訳
し
た
箇
所
を
根
拠
に
、
ル
タ
ー
は
こ
の
本
文
を
利
用
し
て
い
な
い
と
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
ボ
ル
ン
カ
ム
は
、
エ

ラ
ス
ム
ス
校
訂
第
二
版
を
利
用
し
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
箇
所
の
方
が
多
い
こ
と
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
註
を
見
落
と
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、

ル
タ
ー
は
、
他
の
仕
事
と
並
行
し
て
±
週
間
で
新
約
馨
を
訳
了
す
る
と
い
う
多
忙
な
状
況
の
宰
・
エ
ラ
ス
ム
ス
窪
の
総
て
を
参

照
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
ル
タ
ー
が
ワ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
で
、
最
初
は
・
ゲ
ル
ベ
ル
版
に
よ
る
ギ
リ
シ
ア
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語
飽
の
み
を
讐
・
そ
の
後
禦
く
、
エ
ラ
ス
ム
ス
校
訂
第
二
版
全
体
を
受
叢
・
た
こ
と
、
ま
た
、
ウ
ル
ガ
タ
に
関
し
て
は
、
必
要

と
あ
れ
ぱ
常
に
空
で
引
用
で
き
る
ほ
ど
ル
タ
ー
の
頭
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
ル
タ
ー
訳
の
原
典
が
エ
ラ
ス
ム
ス
校
訂

第
二
版
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。

　
ボ
ル
ン
カ
ム
は
、
デ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
に
よ
る
、
ル
タ
ー
と
ギ
リ
シ
ア
語
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
綿
密
な
調
査
蛋
一
一
口
及
す
る
。
ル
タ
ー
は
、

人
文
主
義
者
で
は
な
く
ス
コ
ラ
学
者
の
中
で
警
さ
紮
か
ら
、
デ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
の
言
う
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ァ
語
を
学
ん
歪
も
か
か
わ

ら
ず
、
ル
タ
ー
に
と
っ
て
は
生
涯
、
ギ
リ
シ
ア
語
聖
書
よ
り
ラ
テ
ン
語
聖
書
が
身
近
で
あ
り
、
聖
書
翻
訳
に
際
し
て
も
、
二
つ
の
ラ
テ
ン

語
訳
（
自
由
に
空
で
引
用
で
き
た
ウ
ル
ガ
タ
訳
と
ギ
リ
シ
ァ
語
本
文
に
並
列
し
て
印
刷
さ
れ
た
エ
ラ
ス
ム
ス
の
訳
）
が
、
彼
に
は
な
く
て

は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
同
意
す
る
。

　
し
か
し
・
ボ
ル
ン
カ
ム
は
・
デ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
に
よ
る
ル
タ
ー
訳
自
体
に
関
す
る
諸
資
料
の
検
討
に
つ
い
て
は
批
判
す
る
。
デ
ィ
ッ
ペ
ル

ト
は
、
ル
タ
ー
が
聖
書
翻
訳
以
前
に
行
っ
た
聖
書
講
義
や
著
作
に
お
け
る
聖
書
引
用
に
つ
い
て
は
綿
密
に
実
証
的
に
検
討
し
た
が
、
ル
タ

ー
の
聖
書
翻
訳
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
検
証
で
は
対
照
的
に
説
得
力
が
な
い
。
彼
は
≦
》
∪
］
w
に
あ
る
註
（
｝
ロ
日
．
．
一
．
冒
σ
q
．
昌
ロ
ロ
ロ

雲
暮
き
α
q
§
旨
2
。
窓
昌
目
①
ω
奮
貫
誤
畠
α
曽
駿
－
筆
言
日
。
旨
b
吸
。
3
民
国
円
辰
ロ
紳
①
『
g
お
。
昌
N
ロ
日
目
Φ
図
漕
語
目

ま
象
～
ひ
器
）
か
ら
の
み
実
例
を
選
ん
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
「
抜
き
取
り
検
査
」
で
は
、
実
態
を
掴
む
こ
と
が
で
き
ず
、
生
き
た
翻
訳
の

経
過
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
聖
書
の
中
の
あ
る
部
分
、
た
と
え
ば
一
文
書
を
取
り
出
し
そ
の
全
体
を
一
句
一
句
資
料
と
の
関
わ
り
の

中
で
比
較
検
討
し
て
い
く
な
ら
、
翻
訳
の
概
観
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
細
部
に
お
け
る
資
料
の
扱
い
か
た
の
実
態
を
見
る
．
）
と
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
立
揚
か
ら
、
ボ
ル
ン
カ
ム
は
、
ロ
マ
書
全
体
を
検
討
の
対
象
に
し
、
八
項
目
（
一
、
ル
タ
ー
が
ウ
ル
ガ
タ
訳
に
よ
っ

て
訳
し
た
箇
所
・
二
・
エ
ラ
ス
ム
ス
に
よ
っ
て
ウ
ル
ガ
タ
訳
か
ら
離
れ
た
箇
所
、
な
ど
）
に
分
類
し
吟
味
し
た
。
そ
の
結
果
ボ
ル
ン
カ
ム

は
、
次
の
よ
う
な
結
論
に
達
す
る
。
ル
タ
ー
は
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
と
の
関
わ
り
の
中
で
そ
の
他
の
資
料
を
利
用
し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
よ
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り
よ
い
訳
語
を
決
定
し
て
い
っ
た
。
な
る
ほ
ど
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
註
を
見
逃
し
た
た
め
、
ウ
ル
ガ
タ
と
共
通
の
誤
訳

を
し
た
箇
所
（
・
マ
書
九
2
8
な
ど
）
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
も
、
ル
タ
ー
が
、
彼
の
手
許
に
あ
っ
た
本
文
や
資
料
を
調

ぺ
、
柔
軟
に
対
応
し
、
生
き
た
言
葉
に
結
合
し
て
い
っ
た
業
績
の
価
値
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
訳
出
過
程
に
お
い
て
、
常
に
ギ
リ
シ

ア
語
本
文
が
中
心
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
デ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
が
ギ
リ
シ
ア
語
は
時
折
エ
ラ
ス
ム
ス
の
註
を
通
し
て

利
用
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
確
か
に
ル
タ
ー
は
ギ
リ
シ
ァ
語
本
文
の
み
に
拠
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ギ
リ
シ

ァ
語
本
文
が
な
け
れ
ば
ル
タ
i
訳
は
出
現
し
な
か
っ
た
ず
で
あ
る
。
翻
訳
の
過
程
は
極
め
て
複
雑
で
あ
っ
た
。
・
ー
ゼ
（
ぎ
訂
①
）
は
、

こ
の
論
文
を
概
観
し
て
、
ボ
ル
ン
カ
ム
は
、
ル
タ
ー
の
聖
書
翻
訳
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
資
料
を
も
優
先
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
媒
砲
。

　
（
2
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
ツ
ァ
イ
ナ
ー
聖
書
と
は
、
ル
タ
ー
訳
に
先
行
す
る
主
要
な
ド
イ
ツ
語
訳
聖
書
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
本

論
文
の
対
象
外
な
の
で
、
今
回
は
こ
れ
に
関
す
る
ボ
ル
ン
カ
ム
説
の
紹
介
は
省
略
す
る
。

一一

三
　
　
ブ
ル
ー
ム

「九月聖書」の訳出過程について

　
ボ
ル
ン
カ
ム
に
続
い
て
言
及
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
で
あ
る
ブ
ル
ー
ム
（
国
昌
ヨ
）
で
あ
る
・
こ

こ
で
は
我
々
の
検
討
の
対
象
で
あ
る
ガ
ラ
テ
ヤ
書
を
扱
っ
て
い
る
、
一
九
六
七
年
の
論
文
を
取
り
上
げ
て
紹
介
す
る
。

　
ブ
ル
ー
ム
は
ま
ず
、
ル
タ
ー
が
「
九
月
聖
書
」
翻
訳
の
た
め
に
ワ
ル
ト
ブ
ル
ク
で
入
手
・
利
用
で
き
た
資
料
は
、
（
－
）
エ
ラ
ス
ム
ス

校
訂
本
第
二
版
、
（
2
）
一
五
〇
九
年
バ
ー
ゼ
ル
刊
行
の
ウ
ル
ガ
タ
聖
書
、
（
3
）
ル
タ
ー
訳
に
先
行
す
る
ド
イ
ツ
語
訳
聖
書
（
複
数
）
で

あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
次
い
で
こ
れ
ら
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
（
一
）
エ
ラ
ス
ム
ス
の
ギ
リ
シ
ア
語
本
文
と
ウ
ル
ガ
タ
が
相
違
し

て
い
る
の
は
六
〇
箇
所
以
上
に
の
ぽ
る
こ
と
、
（
二
）
そ
れ
ら
の
箇
所
の
中
で
、
ル
タ
ー
訳
が
ウ
ル
ガ
タ
に
拠
っ
て
い
る
の
は
六
箇
所
に

過
ぎ
ず
、
あ
と
は
す
ぺ
て
エ
ラ
ス
ム
ス
の
ギ
リ
シ
ア
語
本
文
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
、
続
い
て
、
（
三
）
エ
ラ
ス
ム
ス
の
ラ
テ
ン
語
訳
が
ギ
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リ
シ
ア
語
本
文
か
ら
離
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
箇
所
を
取
り
出
し
て
、
そ
れ
ら
の
箇
所
に
お
い
て
、
ル
タ
ー
訳
は
ギ
リ
シ
ァ
語
本
文
に
拠

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
最
後
に
、
（
四
）
ル
タ
i
訳
が
ウ
ル
ガ
タ
に
拠
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
た
六
箇
所
に
お
い
て
、
ウ
ル
ガ
タ
と
ギ

リ
シ
ア
語
本
文
と
の
相
違
は
あ
ま
り
重
要
な
も
の
で
は
な
い
、
と
結
論
し
、
以
上
よ
り
、
「
九
月
聖
書
」
は
エ
ラ
ス
ム
ス
の
ギ
リ
シ
ァ
語

本
文
か
ら
の
訳
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
、
と
す
る
。

　
我
々
は
以
上
の
ブ
ル
ー
ム
の
検
証
作
業
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、
全
体
と
し
て
ブ
ル
ー
ム
の
結
論
に
は
同
意
す
る
．
一

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
点
、
特
に
（
三
）
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
お
い
て
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
な
お
、
ブ
ル
ー
ム
は
右
記
資
料
（
3
）
を
縦
横
に
駆
使
し
て
、
ル
タ
ー
訳
と
先
行
の
ド
イ
ツ
語
訳
聖
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
広
範
囲
な

研
究
を
積
み
重
ね
て
き
て
お
り
、
極
め
て
興
味
深
い
が
、
こ
れ
も
本
論
文
の
テ
ー
マ
で
は
な
い
の
で
、
紹
介
は
省
略
す
る
。
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三
、
「
九
月
聖
書
」
の
ガ
ラ
テ
ヤ
書
の
訳
出
過
程

　
以
上
の
研
究
史
概
観
を
踏
ま
え
、
我
々
は
、
以
下
の
資
料
を
用
い
て
、
「
九
月
聖
書
」
訳
出
過
程
の
検
討
作
業
を
試
み
た
。
ア
〕
れ
は
、

限
定
さ
れ
た
、
部
分
的
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
検
討
対
象
を
ガ
ラ
テ
ヤ
書
に
限
定
し
た
。
そ
れ
は
と
り
あ
え
ず
検
討
に
と
り
か
か
る
有

意
義
な
ま
と
ま
り
と
し
て
は
、
量
的
に
手
頃
で
あ
る
こ
と
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
は
ル
タ
ー
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
サ
ン
プ
ル

と
し
て
は
適
切
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
第
二
に
、
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
、
先
行
の
ド
イ
ツ
語
訳
と
ル
タ
i
訳
と
の
関

連
は
（
ブ
ル
ー
ム
か
ら
の
孫
引
き
以
外
に
は
）
対
象
と
せ
ず
、
エ
ラ
ス
ム
ス
第
二
版
の
ギ
リ
シ
ァ
語
本
文
（
（
E
G
2
）
と
略
記
。
以
下
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
れ
レ

（
　
）
内
は
略
記
法
）
と
ラ
テ
ン
語
訳
　
（
E
L
2
）
、
及
ぴ
ウ
ル
ガ
タ
訳
（
V
）
以
上
の
三
つ
の
本
文
と
ル
タ
ー
訳
と
の
関
連
に
検
討
を

限
定
し
た
。
そ
の
際
エ
ラ
ス
ム
ス
聖
書
の
初
版
ギ
リ
シ
ァ
語
本
文
（
E
G
l
Y
ラ
テ
ン
語
訳
（
E
L
l
Y
註
（
E
N
－
）
に
加
え
て
、



ラ
イ
デ
ン
版
エ
ラ
ス
ム
ス
全
集
第
六
巻
（
一
七
〇
五
年
刊
行
。
我
々
は
一
九
六
二
年
の
0
8
お
9
B
の
に
よ
る
リ
プ
リ
ン
ト
版
を
利
用
）

所
収
の
第
五
版
本
文
（
E
G
5
、
E
L
5
）
及
び
註
（
E
N
5
）
を
も
参
照
資
料
と
し
て
利
用
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
回
エ
ラ
ス
ム
ス
第

二
版
の
註
（
E
N
2
）
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
必
要
に
必
じ
て
、
（
E
N
－
）
と
（
E
N
5
）
か
ら
（
E
N
2
）
を
推
測
し
た
。
（
E

N
－
）
と
（
E
N
5
）
が
一
致
し
て
い
る
揚
合
、
（
E
N
2
）
の
内
容
も
そ
れ
ら
と
同
一
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

三
・－

、
一
章
5
節

（
国
O
国
）
軸
戴
鋤
へ
嚇
貸

「九月聖書」の訳出過程について

（
国
い
ト
の
）
O
目
凶
σ
q
一
〇
ユ
ゆ

（
＜
）
O
直
一
①
ω
梓
の
一
〇
ユ
帥

（
い
）
百
段
∩
d
O
益
［
♂
ご
じ
慧
ご
η
3

、

　
（
E
L
2
）
は
（
E
G
2
）
の
逐
語
訳
で
あ
る
が
、
（
V
）
は
直
説
法
の
①
韓
を
補
っ
て
い
る
（
「
彼
に
対
し
て
は
栄
光
が
あ
る
」
）
。

（
L
）
は
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
と
も
異
な
り
、
接
続
法
ω
薯
を
補
う
（
「
彼
に
栄
光
あ
れ
」
）
。

149
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こ
こ
で
エ
ラ
ス
ム
ス
の
註
に
目
を
向
け
る
と
、
（
E
N
1
）
に
は
国
ω
辞
き
口
①
馨
日
σ
q
雷
9
量
器
血
＄
昌
ε
β
〇
三
唯
9
寅
と
あ
り
、

（
V
）
を
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
（
E
N
5
）
に
は
こ
れ
に
加
え
て
耳
簿
o
℃
貫
馨
ぴ
と
記
さ
れ
て
お
り
、
願
望
．
祈
願
の
意
が
．
｝
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
（
E
N
2
）
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
（
L
）
が
（
V
）
か
ら
離
れ
て
接
続
法
の

8
冤
を
採
用
し
た
の
は
、
（
E
L
2
）
と
、
お
そ
ら
く
一
層
強
く
（
E
N
2
）
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

2
、
一
章
6
節

（
国
O
N
）
セ
澱
隊
黛
貸

150

（
国
い
N
）
唱
R
の
声
試
帥
3

（
く
）
旨
σ
q
声
訟
帥
ヨ

（
ピ
）
σ
属
§
σ
窯
O
の
昌
9
σ

　
（
E
G
2
）
は
、
す
な
お
に
訳
せ
ば
「
恵
み
に
お
い
て
」
と
な
る
。
（
V
）
は
「
恵
み
へ
と
」
で
あ
る
が
、
（
E
L
2
）
は
、
（
E
G
2
）

か
ら
も
（
V
）
か
ら
も
離
れ
て
「
恵
み
を
通
じ
て
、
恵
み
に
よ
っ
て
」
と
し
て
い
る
。
（
L
）
の
身
『
畠
岳
Φ
σ
q
昌
＆
が
（
E
L
2
）
に

よ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

　
な
お
、
（
E
L
－
）
は
、
　
言
σ
q
『
暮
す
（
ギ
リ
シ
ア
語
直
訳
的
）
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
ル
タ
ー
訳
も
一
五
四
六
年
版
は
、
ヨ
島
①

鵯
器
。
（
”
（
V
）
）
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
、
こ
こ
は
、
ル
タ
ー
も
エ
ラ
ス
ム
ス
も
見
解
が
揺
れ
て
い
て
定
ま
ら
ず
、
翻
訳
に



苦
心
し
た
箇
所
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
「
九
月
聖
書
」
の
時
点
に
お
い
て
は
、
（
L
）
は
（
E
L
2
）
の
影
響
下
に
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
節
の
（
E
G
－
）
は
8
書
ミ
魅
8
0
「
神
の
恵
み
」
で
あ
る
が
（
E
G
2
）
は
N
書
ミ
N
為
ミ
8
0
「
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
」

と
な
っ
て
い
る
。
ル
タ
ー
は
σ
q
昌
＆
O
『
同
一
注
「
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
箇
所
は
、
彼
が
エ
ラ
ス
ム
ス
初
版
で
は
な
く
、

第
二
版
を
底
本
に
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
代
語
諸
訳
は
お
お
む
ね
「
恵
み
へ
と
」
と
訳
し
て
お

り
、
ル
タ
ー
訳
（
一
六
二
七
年
以
降
）
の
影
響
力
を
介
し
て
（
V
）
が
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

3
、
一
章
7
節

（
国
O
o
）
馬
愚
慧
嵐
の
乳
ミ
ぎ
o
幅

「九月聖書」の訳出過程について

（
国
■
N
）
鼠
巴
ρ
‘
o
α
ρ
鼠
α
”
ヨ
曽
昌
計
ρ
且

（
く
）
三
巴
旨
酵
巴
δ
昆
ρ
三

（
い
）
0
5
げ
扇
・
ヰ
瓢
＆
。
↓
ぎ
μ
黛
。

　
（
L
）
を
他
の
三
つ
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
し
て
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

応
す
ら
認
め
ら
れ
る
。

（
E
L
2
）
に
最
も
近
く
、
一
部
は
ラ
テ
ン
語
と
ド
イ
ツ
語
の
間
に
逐
語
的
対
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4
、
一
章
1
7
節

（
国
O
N
）
も
8
8
8
も
③
音
＆
瓢
き
q
ま
ご
男

（
国
い
ト
。
）
呂
①
8
2
ヨ
暮
Φ
旨
。
言
。
声
算
巷
o
ω
8
犀

（
＜
）
騨
畠
斜
旨
8
8
ω
o
話
の
日
8
ロ
帥
℃
o
o
。
8
一
8

（
ピ
）
費
ぎ
幕
F
鐸
。
嘗
8
彗
葺
貿
茗
噴
蕉
ぢ
鷺
窪

152
』

　
（
E
G
2
）
は
、
逐
語
訳
す
れ
ぱ
、
「
私
よ
り
前
の
使
徒
た
ち
へ
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
（
V
）
は
き
牙
も
）
音
＆
を
目
8
8
田
o
『
窃

旨
Φ
o
ω
と
、
い
わ
ば
な
め
ら
か
な
ラ
テ
ン
語
に
置
き
か
え
て
い
る
。
一
方
、
（
E
L
2
）
は
、
（
E
G
2
）
に
な
い
語
（
の
三
と
診
o
声
暮
）

を
補
っ
て
、
「
私
よ
り
前
に
使
徒
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
人
た
ち
へ
」
と
す
る
。
（
L
）
も
、
意
味
を
と
り
や
す
く
す
る
た
め
に
語
を
加
え
て

い
る
が
、
そ
の
補
い
方
が
、
ラ
テ
ン
語
と
ド
イ
ツ
の
文
法
上
の
制
約
に
よ
る
語
順
の
変
化
を
除
い
て
は
、
（
E
L
2
）
と
一
致
し
て
お
り
、

語
句
が
一
対
一
の
対
応
を
示
し
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
ブ
ル
ー
ム
が
、
（
L
）
が
（
V
）
に
で
は
な
く
て
（
E
G
2
）
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
挙
げ
る

箇
所
の
一
つ
で
あ
る
（
一
四
九
頁
）
。
ブ
ル
ー
ム
は
、
（
L
）
が
こ
こ
で
（
V
）
に
も
拠
ら
ず
、
ル
タ
ー
訳
に
先
行
し
て
い
た
高
地
ド
イ
ツ

語
訳
聖
書
の
影
響
も
受
け
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
（
E
G
2
）
に
よ
る
の
か
（
E
L
2
）
に
よ
る
の
か
は
区
別
し
が
た
い
と
す

る
。
こ
の
判
断
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。



5
、
二
章
3
節

（
国
O
N
）
嫡
即
8
…
鴨
碧
餐
S
贈

（
国
び
N
）
↓
言
島
…
8
ヨ
8
ω
。
一
9
器
。
島

（
＜
）
葺
串
－
2
目
窃
ω
g
σ
q
①
昌
房

（
い
）
圏
ヰ
信
鞠
…
O
σ
§
琶
9
。
ぎ
簿
一
R
幕
ヨ
P
8

r九月聖書」の訳出過程について

　
ブ
ル
ー
ム
に
よ
れ
ぱ
、
ル
タ
ー
以
前
の
高
地
ド
イ
ツ
語
訳
（
複
数
）
は
、
菩
≦
＆
。
富
ω
R
≦
霧
。
言
冨
箆
曾
で
あ
る
が
、
国
α
q
σ
q
。
－

ω
梓
逡
昌
お
3
＆
8
以
降
跨
≦
は
ぞ
訂
。
。
と
な
り
、
ま
た
冒
言
曾
以
降
畠
舘
は
（
o
一
と
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
以
上
の
資
料
よ

り
、
ブ
ル
ー
ム
は
、
（
L
）
は
（
E
G
2
）
と
（
E
L
2
）
の
い
ず
れ
に
依
存
し
て
い
る
か
確
定
で
き
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
（
V
）
の

鴨
葺
一
房
及
ぴ
先
行
独
訳
（
ル
タ
ー
は
こ
こ
か
ら
≦
〇
一
を
採
用
し
て
い
る
）
の
富
箆
。
p
と
比
較
す
る
と
、
（
L
）
は
（
E
G
2
）
よ
り

は
（
E
L
2
）
の
影
響
に
よ
る
可
能
性
の
方
が
大
き
く
、
お
そ
ら
く
（
E
N
2
）
を
も
参
照
し
た
結
果
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
　
（
E
N

－
）
と
（
E
N
5
）
が
一
致
し
て
こ
。
旨
鴨
8
。
島
8
e
o
器
9
と
記
し
て
お
り
、
　
（
E
N
2
）
に
も
同
じ
記
述
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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6
、
二
章
8
節

　
（
E
L
1
）
（
E
L
2
）
共
に
二
章
8
節
全
体
を
括
弧
に
入
れ
て
い
る
。
（
E
G
－
）
も
（
E
G
2
）
も
（
V
）
も
括
弧
を
用
い
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

い
の
だ
が
、
（
L
）
は
8
節
全
体
を
括
弧
で
括
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
（
E
L
2
）
に
よ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
（
E
L
2
）
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
括
弧
を
用
い
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
（
L
）
の
括
弧
と
一
致
し
て
い

な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
括
弧
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
（
L
）
は
（
E
L
2
）
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

154

7
、
二
章
1
7
節

（
国
O
N
）
肉
～
諺
へ
肖
o
O
馬
8
動
ミ
貸
§
S
藁
馬
摯
図
為
ミ
嫡
も

（
国
■
の
）
2
＆
巴
身
日
ε
器
ユ
目
拐
冒
旨
瀞
鼠
℃
g
o
ぼ
一
ω
言
目

（
＜
）
駐
a
巴
ρ
器
器
葺
①
の
ビ
ω
菖
B
賊
ニ
ロ
o
ぼ
凶
。
。
8

（
い
）
＠
O
葎
塁
琶
葺
＆
鐸
窯
。
言
引
揖
＆
窪
げ
§
＆
向
曾
瑞
葺
彗
需
＆
箒
＃
δ
。
騒
菖
§
普
。
昌

勲
奪
§
§
（
ミ
㍗
図
、
ミ
ら
は
、
直
訳
す
れ
ぱ
、
「
キ
リ
ス
ト
の
中
で
（
に
お
い
て
）
義
と
さ
れ
る
」
と
な
る
。
（
V
）
の
冒
O
ぼ
団
湾
o



は
こ
の
直
訳
で
あ
る
。
（
E
L
2
）
は
℃
R
を
用
い

山
賃
o
げ
O
ぼ
肪
ε
ヨ
は
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

「
キ
リ
ス
に
よ
っ
て
」
ま
た
は
「
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
」
と
し
て
お
り
、
（
L
）
の

8
、
三
章
2
節
、
5
節

（
国
O
さ
o
）
舞
鮎
さ
勢
戴
q
鴇
房

（
国
U
N
）
霞
冥
器
象
s
菖
o
岩
め
α
o
一
（
ω
”
ρ
軌
）

（
＜
）
o
図
費
仁
象
ε
⇒
Ω
o
一
（
曾
卜
。
一
U
）

（
■
）
び
饗
3
三
。
育
8
6
碑
9
彗
職
p
ξ
σ
§
（
曾
応
⊃
）

　
　
げ
蓑
3
σ
8
葺
8
δ
。
梓
冨
鞠
の
ご
9
σ
§
鞠
（
い
“
軌
）

「九月聖書」の訳出過程について

　
（
V
）
の
き
良
葺
。
。
は
ギ
リ
シ
ア
語
本
文
の
響
＆
（
聞
く
こ
と
）
を
直
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
（
E
L
2
）
は
響
＆
を
℃
吋
，

器
象
8
試
o
と
「
意
訳
」
す
る
。
こ
れ
を
う
け
て
（
L
）
は
同
語
根
の
冥
a
蒔
魯
を
用
い
て
お
り
、
（
E
L
2
）
に
「
一
致
」
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
ル
タ
ー
が
神
学
的
な
立
場
か
ら
冥
a
お
魯
と
い
う
語
に
重
要
性
を
も
た
せ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
必
ず
し
も
こ
の
箇

所
で
は
エ
ラ
ス
ム
ス
の
ラ
テ
ン
語
訳
の
み
に
拠
っ
て
い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
（
ル
タ
ー
は
一
五
一
六
年
一
〇
月
よ
り
翌
年
三
月
ま
で

ガ
ラ
テ
ヤ
書
を
講
義
し
、
一
五
一
九
年
そ
れ
を
註
解
書
と
し
て
出
版
し
た
が
、
講
義
の
学
生
筆
記
に
よ
れ
ぱ
、
そ
こ
に
は
こ
の
箇
所
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

唱
a
蒔
暮
と
翻
訳
す
る
根
拠
と
も
考
え
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
（
E
L
－
）
は
、
こ
の
語
を
（
V
）
と
同
様
鎧
象
日
と
訳
し
て
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い
る
。
先
に
述
ぺ
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
（
E
L
2
）
の
暇
器
島
。
9
§
ざ
は
、
エ
ラ
ス
ム
ス
が
ル
タ
ー
の
影
響
を
受
け
た
結
果
で
あ
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
）
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
（
L
）
は
（
E
L
2
）
と
「
一
致
」
し
て
お
り
、
共
に
ギ
リ
シ
ア
語
本
文
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

離
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

9
、
三
章
5
節

（
国
O
N
）
ひ
o
響
魯
§
遭
ミ
轡
“
駕
ヒ
＆
碧
・
曾
鼻
奪
～
亀
£
葛
て
9
＆
誉
お
留
“
駕
ぎ
舞
伽
ミ
§
＆
ミ
q
℃
韓
飛
響
＆
り
裁
ミ
§
2
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（
国
g
）
曹
＝
σ
q
詳
昌
ω
呂
ヨ
巨
ω
冨
；
。
σ
防
。
・
旨
一
呂
β
昏
。
℃
。
§
日
葺
茸
8
5
く
。
耳
昌
・
ヨ
。
区
。
℃
。
昌
霧
一
。
の
互
昏
。
図

　
　
　
℃
同
費
O
O
8
斜
試
O
口
O
諭
q
虫
一
仙
脇
㊤
O
騨
～

（
＜
）
ρ
9
0
お
o
貫
一
σ
三
什
＜
o
げ
一
の
ω
℃
鼠
昌
ヨ
一
9
0
℃
o
β
ε
村
＜
一
詳
5
0
の
言
く
o
玄
ω
噂
o
区
o
℃
o
『
一
σ
島
一
〇
σ
q
防
斜
昌
①
図
㊤
ロ
良
9
⇒
α
o
凶

（
い
）
酵
召
窪
8
昌
二
冨
5
の
8
マ
括
ご
＆
。
“
葺
α
8
暮
噛
9
＆
o
苫
p
ヰ
§
ご
葺
震
窪
6
ダ
昔
信
倖
。
畠
α
5
3
σ
8
葛
嬬
烏
げ
爲
の
。
ざ
賦
鞠
～
0
9
g

　
　
げ
信
轄
3
二
〇
七
H
3
δ
O
仲
冨
鞠
の
【
P
ヨ
O
O
郭
鞠
り

r転

　
（
V
）
は
、
主
文
の
定
動
詞
を
欠
い
て
い
る
点
に
お
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
語
本
文
に
忠
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
（
E
L
2
）
は
（
E
G

2
）
に
は
存
在
し
な
い
箆
壁
鼻
を
加
え
て
文
章
を
「
完
成
」
さ
せ
て
い
る
。
（
L
）
の
9
暮
。
ら
は
こ
れ
に
正
確
に
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
（
L
）
の
冨
冤
9
魯
は
（
E
G
2
）
の
伽
ミ
N
o
、
ミ
⑨
て
や
（
V
）
の
鉾
ぎ
g
客
よ
り
も
（
E
L
2
）
の
ω
ロ
σ
目
冒
富
賃
霧
に
近
い

と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。



1
0
、
三
章
1
3
節

（
国
O
N
）
罵
＆
鳶
ξ
り
か
補
書
俸
染
⑨
ヒ
融
貸
輔
隊
為
貸

（
国
■
応
o
）
畠
ロ
ヨ
℃
3
＜
o
σ
一
m
富
o
ε
の
8
峠
①
図
o
O
声
試
o

（
＜
）
♂
o
ε
の
℃
8
昌
o
げ
一
の
ヨ
巴
o
象
魯
仁
旨

（
い
）
げ
P
9
δ
P
＃
9
菖
9
8
葺
9
3
8
属
5
の
嘗
嫁
ご
昌
⑪

r九月聖書」の訳出過程について

　
こ
こ
で
は
、
（
L
）
は
、
（
V
）
と
（
E
L
2
）
双
方
の
影
響
下
に
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
（
E
G
2
）
の
魯
9
曾
響
に
対
応

し
て
（
E
L
2
）
は
冥
o
＜
3
冨
と
な
っ
て
い
る
。
（
V
）
は
こ
れ
と
は
異
な
り
冥
0
8
獣
。
と
な
っ
て
い
る
。
（
L
）
は
（
V
）
と
共

に
｛
員
＝
房
と
し
て
い
る
。
（
L
）
の
＜
R
5
巴
a
2
口
お
も
（
E
L
2
）
よ
り
は
（
V
）
に
近
い
。
一
方
、
（
L
）
の
α
帥
R
（
騨
旨
は

（
E
L
2
）
の
9
ヨ
…
…
富
9
臣
o
簿
に
対
応
し
て
い
る
。

1
1
、
三
章
無
節

（
国
O
N
）
曳
養
・
㍉
り
『
黛
登
ミ
戴
＆
沁
ミ
建
さ
O
瓢
曾
貸
矩
嚢
N
魯
鋭
ミ
ぴ
図
、
ミ
叶
騒
、
ぎ
8
0

157



一橋大学研究年報　人文科学研究　29

（
国
い
N
）
‘
叶
一
昌
σ
導
①
コ
富
ω
げ
Φ
ロ
O
色
9
一
〇
》
げ
同
巴
β
o
＜
o
昌
貯
o
け
℃
R
O
7
ユ
曾
ロ
ヨ
一
〇
ζ
o
ロ
日

（
く
）
暮
冒
⑳
魯
鼠
9
の
σ
⑦
烏
O
一
鼠
o
＞
ぼ
魯
8
訪
①
お
一
言
O
ぼ
一
ω
8
H
①
旨

（
ピ
）
P
耳
叩
け
慕
三
。
σ
。
幕
冨
要
部
の
曽
曾
昌
。
＝
暮
。
8
σ
ε
曾
9
9
一
隠
”
誓
§
魚
風
葦
O
己
£
曹
冒

　
（
E
G
2
）
の
『
魯
ミ
ミ
（
「
生
ず
る
」
「
成
る
」
）
を
（
V
）
は
ほ
ぽ
同
義
語
の
譜
『
魯
に
置
き
か
え
て
い
る
が
、
（
E
L
2
）
は
こ
れ

を
く
。
且
同
9
（
「
来
る
」
）
と
訳
し
て
い
る
。
（
L
）
の
器
ヨ
①
は
こ
れ
と
一
致
し
て
お
り
、
（
E
L
2
）
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
①
・
み
鉱
亀
ミ
と
②
暫
図
為
ミ
嬉
、
』
ミ
o
O
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、
（
L
）
は
①
で
は
（
E
L
2
）
に
、
②
で
は
（
V
）

に
一
致
し
て
い
る
。
①
で
は
（
V
）
で
は
な
く
（
E
L
2
）
が
、
②
で
は
（
E
L
2
）
よ
り
も
（
V
）
が
、
（
E
G
2
）
の
直
訳
に
近
い
。

従
っ
て
こ
こ
で
は
（
L
）
は
（
E
L
2
）
と
（
V
）
を
比
較
し
な
が
ら
、
よ
り
（
E
G
2
）
に
近
い
方
を
選
ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
、
（
E
L
2
）
と
（
V
）
の
影
響
で
は
無
く
て
、
（
E
G
2
）
か
ら
す
な
お
に
そ
の
ま
ま
訳
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
。
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1
2
、
三
章
1
5
節

（
国
O
O
）
敗
製
ε
の
瓢
ミ
も
へ
嘗
ミ
驚
さ
、
e
烹
℃
藩
動
§
魅
誉
ミ
｝
＆
詳
～
の
織
簿
獄
ρ
鮒
魯
馬
動
§
q
臥
9
q
零
ミ

（
国
い
N
）
＝
。
ヨ
巨
の
一
一
8
＝
。
ω
3
墓
鼻
・
β
鼠
日
曾
巴
ω
律
8
ヨ
マ
。
富
ε
β
ロ
弩
。
H
①
一
一
鼻
帥
暮
a
鼻
呂
2
箆

（
＜
）
9
ヨ
o
昌
｝
一
〇
ヨ
一
一
一
δ
o
o
ヨ
訪
『
ヨ
帥
ε
ヨ
一
〇
ω
雷
ヨ
o
昌
ε
日
ロ
o
臣
o
ω
℃
R
巳
げ
9
ロ
け
切
＝
℃
0
8
『
O
日
砂
梓



（
い
）
冨
餐
3
8
悼
葺
D
貫
9
3
9
昌
蜘
彗
。
三
＆
雪
言
『
言
彗
。
葬
三
＆
悼
（
琶
§
昌
濫
σ
。
印
碑
δ
算
仲
マ
）
ご
葛
苫
導
p
§
σ
芸
＆
蕊
ぎ
冒

　
ギ
リ
シ
ア
語
本
文
の
誇
さ
為
e
製
色
萱
に
対
し
て
、
（
V
）
の
8
昌
ぼ
ヨ
暮
ロ
旨
は
直
訳
に
近
い
が
、

き
か
え
て
お
り
、
こ
の
点
（
L
）
は
（
E
L
2
）
に
一
致
し
て
い
る
。

（
E
L
2
）
は
分
詞
を
副
詞
節
に
置

1
3
、
四
章
2
9
節

（
国
O
N
）
幽
鴬
”
匙
q
鶉
為
＆
需
ひ
融
貸
q
籍
q
隊
為
融
寝
『
・
這
罵
無
り
℃
畿
§
驚
℃
＆
て
諏
食
q
漸
謹
＄
蓑
9
＆
q
e
の
融
息
邑
ド

「九月聖書」の訳出過程について

（
国
ピ
N
）
器
α
曉
器
呂
ヨ
o
身
ヨ
一
目
。
一
ω
ρ
三
器
。
昌
9
日
8
旨
昏
冨
盆
の
R
異
℃
R
器
留
。
富
ε
H
。
目
β
倉
一
暴
ざ
ω
①
β
塞
。
。
，

　
　
　
　
目
身
ヨ
招
三
ε
目
」
富
節
昌
⇒
ρ

（
＜
）
の
a
ε
。
ヨ
a
。
叶
呂
。
一
の
ρ
昌
の
①
。
目
9
日
8
ヨ
§
塁
ε
ω
旨
。
韓
℃
。
羅
2
。
σ
鉢
母
。
ロ
目
2
一
ω
①
。
毒
身
ヨ
畳
暮
・
旨
酵

　
　
O
け
昌
q
ロ
O

（
い
）
愈
o
暮
霧
駐
9
＆
δ
富
。
馳
賃
び
魯
。
い
9
辞
げ
g
5
p
＆
冨
蓑
報
8
↓
＆
の
薯
O
餐
ぎ
§
｝
冨
斗
o
δ
。
言
冨
ま
F
冨
6
ゴ
p
＆
げ
。
葺
の
9
コ
の
薯
o
§

　
　
ピ
P
お
p
嵩
O
鵯
潭
編
酵
仲
P
信
＆
，

　
ギ
リ
シ
ァ
語
本
文
で
は
、
「
生
れ
た
者
」
に
あ
た
る
器
遷
篤
勢
は
一
度
の
み
現
れ
、
奪
3
尋
・
ぜ
貸
の
後
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
V
）
で
は
こ
れ
に
対
応
し
て
昂
ε
ω
ご
・
『
霧
が
一
度
の
み
現
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
（
E
L
2
）
と
（
L
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
墨
ε
ω
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Φ
β
酔
と
⑳
名
o
旨
≦
碧
が
、
省
略
を
補
い
つ
つ
、
二
度
ず
つ
現
れ
る
。
L

1
4
、
五
章
－
節

　
（
属
O
N
）
『
輸
幾
き
魅
若
貫
＆
マ
嚇
N
為
ミ
＆
の
蟷
、
身
淺
8
濠
も
e
鴇
一

　
（
国
い
N
）
H
β
＝
げ
O
拝
即
富
お
詳
目
『
ρ
目
帥
O
げ
ユ
ω
け
⊆
の
ロ
O
の
嵩
び
O
β
〈
芦

　
（
＜
）
ρ
β
騨
一
一
げ
Φ
属
餌
叶
Φ
昌
O
ω
O
げ
鼠
馨
自
ω
一
一
げ
O
『
即
く
ヰ

　
（
■
）
＠
O
欝
郊
8
母
貫
賃
ご
昌
昌
σ
爲
マ
9
曹
井
9
§
痒
ご
部
鞠
像
島
明
ε
鞠
冨
マ
8
d
緯
d
9
倖
一

　
一
見
し
て
気
付
く
よ
う
に
、
（
L
）
の
『
昌
α
R
h
お
旨
①
詳
は
（
E
L
2
）
の
言
一
ま
Φ
詳
緯
Φ
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
（
L
）

は
、
（
E
G
2
）
に
よ
り
近
い
表
現
を
し
て
い
る
（
V
）
で
は
な
く
、
（
E
L
2
）
に
引
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
1
5
、
五
章
1
0
節

　
（
国
O
N
）
々
昏
識
君
へ
欝
無
り
曾
身
伽
℃
さ
夏
寧
警
へ
＆
動
9
艶
ご
薯
o
ξ
暑
鴇

　
（
国
■
N
）
国
の
0
8
昌
め
α
o
α
o
〈
o
げ
誌
言
α
O
ヨ
置
P
ρ
ロ
o
α
艮
匿
一
巴
ご
α
ω
O
昌
巴
ユ
巴
ユ
ω
●
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（
＜
）
凝
。
8
呂
9
冒
6
薯
冒
3
旨
ぎ
。
2
＆
巳
琶
呂
且
ω
畳
①
冴

（
い
）
己
身
＆
冨
ユ
8
。
葺
ゆ
＆
讐
塁
＆
9
嵩
α
o
§
σ
。
舞
F
ご
曾
冒
。
昌
。
悼
三
＆
蕊
p
巻
。
蕊
鵯
ぎ
5
莞
倖
♂
ご
F

　
穿
へ
以
下
の
節
が
問
題
と
な
る
。
（
E
G
2
）
は
念
ミ
ξ
篶
爲
と
い
う
直
説
法
未
来
を
用
い
て
お
り
、
（
V
）
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、

（
E
L
2
）
に
お
い
て
は
2
＆
以
下
に
器
霧
q
風
ω
一
勢
と
い
う
「
未
来
分
詞
十
接
続
法
現
在
」
形
を
用
い
て
い
る
。
（
L
）
は
、

毛
o
乱
9
…
・
：
α
q
。
招
目
。
劣
。
唱
と
し
て
接
続
法
を
用
い
て
お
り
、
ラ
テ
ン
語
の
器
畠
貫
一
に
あ
た
る
形
が
ド
イ
ツ
語
に
な
い
の
で
≦
o
乱
9

に
未
来
の
含
み
を
も
た
せ
て
い
る
。
（
L
）
は
、
　
（
E
L
2
）
の
影
響
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
。

16
　、

五
章
2
5
節
、
六
章
1
6
節

「九月聖書」の訳出過程について

頓
師
誠
（
国
O
“
⊃
）
既
へ
勧
鳶
℃
篭
℃
＆
紮
寝
q
♪
篭
》
＆
兼
貸
貸
“
昆
q
さ
§
鋤
需
ド

（
国
U
b
o
）
ω
一
≦
≦
日
ロ
ω
の
℃
罵
詳
目
”
ω
℃
冒
ヰ
自
9
ヨ
o
o
α
曽
ヨ
ロ
幹

（
＜
）
o
。
び
旨
一
ε
〈
三
昌
岳
ヨ
℃
三
ε
g
暫
ヨ
ど
一
。
目
蕊

（
■
）
＠
o
冒
葺
ご
彗
ロ
8
マ
【
＆
象
℃
冒
【
9
噴
沖
信
嵩
恥
p
信
＆
ご
葺
の
8
搾
臥
5
将
け
嘗
。
ヰ
窪
●

α
”
一
α
（
国
O
さ
。
）
融
＆
＄
黛
q
も
鷲
＆
ミ
q
＆
起
ミ
黛
慧
8
q
ミ
ぎ
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（
国
■
卜
。
）
卑
2
巨
B
2
巴
負
富
『
お
募
目
訂
蓉
誉
a
目
計

（
＜
）
国
酔
ρ
三
8
目
ρ
ロ
o
げ
即
昌
o
お
⑳
巳
騨
ヨ
ω
0
8
註
ビ
o
ユ
馨

（
ピ
）
σ
5
郭
げ
ξ
8
三
9
貫
P
8
窯
♂
8
8
8
職
8
寓
當
嬬
管
o
ヰ
O
詳

　
二
箇
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ギ
リ
シ
ア
語
の
a
黛
嵐
e
と
い
う
動
詞
に
、
（
L
）
は
両
方
と
も
2
浮
o
算
賊
o
昏
。
目
を
当
て
て
い
る
。
こ

の
ド
イ
ツ
語
は
、
直
接
（
E
G
2
）
に
由
来
す
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
ず
、
ま
た
（
V
）
と
も
相
違
し
て
お
り
、
（
E
L
2
）
の
β
。
呂
o
に

ょ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
六
章
1
6
節
に
お
い
て
、
（
V
）
の
器
o
暮
＝
9
ユ
幹
は
ギ
リ
シ
ァ
本
文
の
⇒
ミ
慧
題
ミ
セ
と
い
う
未
来
形

に
対
応
し
て
い
る
が
、
（
E
L
2
）
と
（
L
）
は
い
ず
れ
も
直
説
法
現
在
で
表
し
て
い
る
。

　
三
二
一
　
ブ
ル
ー
ム
の
検
討

　
最
後
に
、
ブ
ル
ー
ム
（
以
下
B
と
略
記
）
が
、
ル
タ
i
訳
が
（
E
L
2
）

と
し
て
提
出
す
る
五
つ
の
箇
所
（
上
記
二
・
三
参
照
）
を
検
討
し
た
い
。

　
（
O
旺
℃
お
－
び
ロ
げ
げ
o
雷
昌
＝
一
σ
q
げ
O
o
H
旨
”
ロ
国
一
ぴ
一
〇
の
）

で
は
な
く
て
（
E
G
2
）
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
根
拠
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1
、

一
章
1
5
節

（
国
O
卜
。
）
銚
爲
彫
＆
ま
融
ミ
讐
ひ
魅
＆
9
③
瓢
登
o
夏
q
貸
り
鳶
舞
さ
ミ
房
糞
鷲
恵
の
交
ミ



（
国
い
N
）
》
緯
ロ
巨
α
o
ρ
ρ
且
ω
o
α
q
周
o
α
Q
斜
ロ
o
声
砕
】
日
①
卑
げ
ロ
げ
R
o
目
即
け
＝
の
日
＄
o
：
・
：
自
δ
g
旨
①
ω
け

（
＜
）
9
目
程
器
日
覧
8
且
什
簿
ρ
9
ヨ
Φ
の
品
お
σ
Q
p
鼻
霞
ロ
醇
o
旨
緯
冨
日
。
器

（
■
）
θ
p
蕊
暮
霧
＠
o
ヰ
。
δ
o
δ
。
ロ
。
5
げ
震
葺
伸
8
9
一
一
彗
。
9
爲
葺
信
ヰ
霧
【
9
簿
9
倖
p
昌
需
ざ
言
。
8
倖

（
O
）
≦
慧
昌
ロ
o
。
の
ロ
。
巳
の
豊
。
一
α
R
巨
9
巽
且
畳
＜
g
q
⑦
目
一
。
ま
旨
。
日
臼
g
ロ
ヰ
R

　
B
は
（
L
）
の
ミ
o
一
σ
q
呂
。
一
を
、
（
V
）
と
も
（
E
L
2
）
と
も
つ
な
が
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
（
E
G
2
）
に
よ
る
も
の
と
断
定
す
る
が
、

こ
の
（
L
）
は
（
V
）
の
℃
5
0
三
酔
と
も
（
E
L
2
）
の
く
一
旨
旨
o
馨
と
も
基
本
的
に
「
一
致
」
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
両
者
の
影
響
も

充
分
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
先
行
独
訳
の
α
q
。
且
①
一
が
（
L
）
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

2
、
四
章
3
0
節

「九月聖書」の訳出過程について

（
国
O
N
）
＆
N
書
ミ
虹
電
。
ξ
愚
趨
駆
＆
り
葛
り
駕
へ
勲
亀
§
の
需
葺
8
。
q
S
趨
の
篶
魯
漂
ミ
の

（
国
い
N
）
口
o
目
o
巳
ヨ
ゲ
即
①
お
ω
震
答
2
ご
ω
㊤
昌
9
一
冨
o
o
目
ヨ
岳
＝
o
罵
げ
o
声
Φ

（
＜
）
2
0
コ
①
巳
ヨ
げ
R
o
o
o
R
律
塗
言
ω
ゆ
昌
o
≡
帥
o
o
g
ヨ
塗
一
〇
一
一
げ
o
β
ρ

（
い
）
6
§
昌
け
R
§
8
げ
q
o
一
一
引
o
“
三
＆
倖
o
忌
。
芦
彗
葺
簿
三
習
昌
び
g
冒
8
塁
、

（
O
）
≦
四
ロ
ロ
α
賃
旨
昌
α
R
島
o
旨
ロ
o
円
三
昏
菖
け
Φ
旨
①
”
ヨ
客
α
o
目
器
b
α
臼
坤
Φ
鴫
o
昌
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B
の
言
う
よ
う
に
（
E
G
2
）
か
ら
直
接
の
訳
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
（
L
）
は
（
V
）
や
（
E
L
2
）
か
ら
で
も
充

分
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
も
（
L
）
の
o
旨
曾
が
（
G
）
の
。
号
。
の
影
響
下
に
あ
る
可
能
性
は
一
層
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

3
、
五
章
2
1
節

（
国
O
N
）
守
馬
。
舳
3
8
§
O
貧
論
嵐
ミ
s
耕
り
曽
b
貸
ミ
定
奪
魅
8
0
＆
蔦
毫
o
ξ
蕊
q
o
q
ミ
マ

（
国
■
国
）
ρ
＝
o
畠
ρ
三
3
一
す
p
⑳
ロ
ロ
峠
｝
話
σ
q
巳
α
9
げ
器
お
畠
窃
旨
o
口
o
旨
幹

（
＜
）
ρ
き
三
即
ヨ
ρ
且
峠
巴
す
塑
の
‘
暮
『
o
σ
q
昌
ロ
ヨ
α
o
一
昌
o
昌
o
o
房
o
ρ
ロ
o
ロ
ε
『

（
ピ
）
ぎ
仰
営
。
冒
【
＆
ゆ
ま
信
F
琶
。
5
象
σ
扇
8
9
n
σ
＠
O
ヰ
蕊
三
＆
仲
。
暮
窪

（
O
）
…
…
忌
o
σ
。
〇
三
p
誇
葺
三
酔
α
器
器
一
〇
げ
の
9
N
．

　
（
L
）
が
前
出
の
四
章
3
0
節
で
蔦
悪
ミ
ミ
＆
を
（
G
）
の
影
響
下
に
。
び
窪
と
訳
し
た
と
す
る
と
、

然
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
排
他
的
に
（
E
G
2
）
に
よ
る
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
同
様
に
訳
す
の
は
自
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4
、
　
み
ハ
血
早
－
節

（
国
O
卜
。
）
畿
曳
魯
ひ
伽
き
甦
叩
も
匙
愚
§
轡
書
e
き
り
唖
て
寝
ミ
鋸
ミ
潮
へ
畏
暑
馬



（
国
一
い
N
）
男
声
霞
o
ω
u
o
試
帥
ヨ
巴
o
・
8
℃
”
ε
ω
旨
R
罫
げ
o
日
o
言
巴
δ
8
α
o
一
一
9
0

（
＜
）
閏
β
嘗
霧
欝
巴
冥
o
o
o
2
℃
臼
ε
ω
び
o
ヨ
o
診
R
写
言
巴
δ
仁
o
山
o
一
一
〇
8

（
い
）
強
8
寮
響
昌
。
お
冒
。
ぎ
彗
・
ゴ
『
＆
。
↑
ヨ
P
9
嵩
9
莞
葺
↓
。
慧
忌
。
需
㈲
誉
紳
ε
以
昏

（
O
）
＜
区
げ
置
α
。
コ
く
且
o
げ
島
R
日
。
扇
9
三
詳
げ
。
巨
目
①
答
冒
①
慈
9
R
昌
の
の
翼

「九月聖書」の訳出過程について

　
B
は
（
L
）
の
信
σ
曾
薯
一
9
は
も
っ
ぱ
ら
（
E
G
2
）
に
よ
る
と
主
張
す
る
が
、
各
本
文
を
ど
の
よ
う
な
意
味
に
理
解
し
て
い
る
の
か

は
、
全
く
示
さ
な
い
。
も
窺
愚
§
も
β
σ
曾
薯
一
雪
も
そ
の
意
味
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
＜
o
一
N
は
「
ル
タ
ー
訳
聖
書
小
辞
典
」
と

も
言
う
べ
き
≦
o
詳
o
詩
辰
旨
お
窪
N
畦
ピ
暮
富
ぴ
3
巴
＜
8
濫
占
で
呂
R
巴
魯
に
対
し
て
、
．
バ
℃
δ
註
一
一
号
）
⇔
σ
o
晃
巴
一
8
．
。
と
い
う

語
義
の
み
を
示
し
、
O
警
器
は
こ
れ
に
．
、
臼
σ
R
β
ω
9
曾
．
、
を
加
え
る
。
こ
の
箇
所
の
菩
段
亀
窪
を
、
ω
嘗
α
R
ω
は
．
、
口
α
目
9
の
a
、

器
3
田
一
Φ
。
旨
ぎ
一
9
昆
畠
臣
＜
o
島
o
量
目
。
P
旨
浮
R
声
胡
9
雷
も
邑
一
目
．
．
と
い
う
語
義
の
項
目
の
中
に
入
れ
、
9
首
旨
は
．
ゴ
苧

透
欝
o
P
麟
σ
o
暑
巴
貯
お
窪
、
、
と
い
う
語
義
の
項
目
の
中
に
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
0
8
巷
o
に
は
「
つ
か
ま
え
る
、
捕
え
る
、
圧
倒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茄
）

す
る
、
（
不
意
に
）
襲
い
か
か
る
、
機
先
を
制
す
る
、
先
ん
ず
る
」
等
の
意
味
が
あ
り
、
β
げ
R
。
覧
窪
と
は
み
ご
と
に
重
な
り
あ
う
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∬
）

（
E
N
1
）
と
（
E
N
5
）
は
共
に
o
。
8
麗
ε
の
を
冥
器
＜
①
鼻
島
彗
富
2
p
日
℃
o
ε
o
馨
8
〈
R
o
と
説
明
し
て
お
り
、
（
E
N
2
）
に

も
同
じ
文
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、
（
L
）
は
（
E
L
2
）
の
影
響
の
下
に
、
お
そ
ら
く
M
（
E
N
2
）

を
も
参
照
し
て
、
「
（
注
意
で
き
な
い
う
ち
に
）
過
ち
に
襲
わ
れ
（
捕
え
ら
れ
）
る
、
過
ち
に
陥
る
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
理
解
し
て
訳

出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
（
E
G
2
）
の
み
に
よ
る
と
は
断
定
で
き
ず
、
（
E
L
2
）
（
十
（
E
N
2
）
？
）
の
影
響
を
も
考
慮

に
入
れ
る
方
が
、
事
態
に
即
し
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
、
（
E
G
2
）
か
ら
の
直
接
の
訳
と
い
う
よ
り
は
、
（
E
L
2
）
（
＋

165



（
E
N
2
）
？
）
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
の
方
が
大
き
い
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
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5
、
六
章
1
2
節

（
国
O
“
。
）
忌
ξ
ヒ
曳
藁
漉
心
q
⑨
q
養
竃
⑨
q
o
O
図
為
ミ
8
0
寒
騨
§
輔
ミ

（
国
冒
ω
）
富
口
ε
ヨ
器
o
σ
o
釜
8
ヨ
O
ぼ
一
ω
自
℃
o
お
o
o
暮
一
〇
8
ヨ
饗
江
餌
昌
ε
『

（
＜
）
＄
口
言
ヨ
5
0
ヨ
o
厨
3
二
鴇
一
℃
o
お
0
2
怠
o
昌
Φ
ヨ
℃
帥
試
卑
ロ
ε
H

（
い
）
p
賃
8
昌
σ
扇
コ
o
惹
＆
仲
葺
ヰ
げ
。
葺
R
o
三
脚
＠
d
ユ
鳶
9
斗
o
δ
緯
δ
。
昏
§

（
O
）
O
霧
聲
2
一
〇
旨
三
什
一
〇
a
8
α
凶
o
昼
の
仁
昌
の
畠
8
ξ
o
暮
N
o
の
o
ユ
ω
二
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こ
こ
で
は
、
①
昼
q
q
き
、
も
、
②
a
R
8
。
ヨ
、
③
ヨ
詳
3
ヨ
R
窪
言
三
者
の
関
係
が
間
題
と
な
る
。
B
は
③
が
②
を
参
照
し
た
可

能
性
は
認
め
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
①
か
ら
の
直
接
の
訳
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
、
と
断
ず
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
B
は
各
本

文
を
ど
の
よ
う
な
意
味
に
解
し
て
い
る
の
か
を
示
さ
な
い
。
①
の
与
格
の
意
味
は
明
確
で
な
い
が
、
「
十
字
架
と
共
に
」
の
意
味
に
は
解

し
難
い
。
②
は
「
十
字
架
の
ゆ
え
に
」
な
い
し
「
十
字
架
の
た
め
に
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
③
の
日
客
の
意
味
は
必
ず
し
も
明
瞭

で
な
い
が
、
「
共
に
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
（
E
N
1
）
は
、
、
2
0
0
ヨ
8
0
冒
一
旨
隠
胡
β
ロ
塁
ε
づ
d
砕
℃
①
7

器
ρ
毒
暮
茸
℃
器
巴
く
0
8
0
凶
ロ
器
”
ぎ
0
8
計
琴
o
ヨ
区
O
ξ
凶
畏
区
9
8
江
一
ぎ
℃
曾
零
9
怠
o
濡
ヨ
㌧
．
（
（
E
N
5
）
は
こ
の
文
に
、
他
の

解
説
が
加
わ
る
）
と
い
う
説
明
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
（
L
）
は
、
（
E
G
2
）
か
ら
直
接
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
（
E



L
2
）
と
（
E
N
2
）
を
参
照
し
て
、
「
十
字
架
の
ゆ
え
に
（
な
い
し
、
た
め
に
）
」
あ
る
い
は
「
十
字
架
の
こ
と
で
」
と
い
う
意
味
に
解

し
て
日
壽
を
用
い
た
可
能
性
が
高
い
。
少
な
く
と
も
、
こ
こ
は
「
（
E
G
2
）
の
み
か
ら
直
接
」
の
証
拠
箇
所
と
は
な
り
難
い
。

　
B
は
さ
ら
に
、
（
V
）
口
（
E
L
2
）
の
℃
①
房
8
暮
一
〇
器
目
彊
蝕
寒
ε
『
（
名
詞
＋
動
詞
）
と
比
し
て
（
L
）
の
み
が
名
詞
を
用
い
な
い
動

詞
の
み
の
表
現
で
あ
る
点
（
E
G
2
）
と
一
致
し
て
お
り
、
従
っ
て
（
L
）
は
（
E
G
2
）
か
ら
の
直
接
的
な
訳
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ

れ
自
身
、
乱
暴
な
議
論
で
あ
る
が
、
右
に
紹
介
し
た
（
E
N
－
）
と
（
E
N
5
）
も
名
詞
を
用
い
な
い
動
詞
の
み
の
表
現
℃
Φ
誘
β
轟
耳
目

を
用
い
て
お
り
、
こ
れ
を
見
て
も
、
（
L
）
の
由
来
を
（
E
G
2
）
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
が
無
理
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

四
、
結
語

r九月聖書」の訳出過程について

　
以
上
提
示
し
た
よ
う
に
、
「
九
月
聖
書
」
の
ガ
ラ
テ
ヤ
書
の
訳
文
と
エ
ラ
ス
ム
ス
第
二
版
の
ラ
テ
ン
語
訳
と
の
間
に
、
多
く
の
対
応
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
逆
に
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
に
関
す
る
限
り
、
ル
タ
ー
訳
が
他
の
資
料
で
は
な
く
エ
ラ
ス
ム
ス
第
二
版
の
ギ
リ
シ
ア
語

本
文
の
み
に
よ
る
と
言
い
得
る
箇
所
は
、
我
々
の
検
討
で
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
エ
ラ
ス
ム
ス
は
初
版
と
第
二
版
で
は
、
ラ
テ
ン
語
訳
を
か
な
り
改
訂
し
て
い
る
し
、
ル
タ
i
訳
も
一
五
二
二
年
の
「
九
月
聖
書
」
か
ら

ル
タ
ー
の
没
年
一
五
四
六
年
の
版
ま
で
に
多
く
の
改
訂
を
重
ね
て
き
た
。
ル
タ
ー
も
エ
ラ
ス
ム
ス
も
、
各
々
聖
書
翻
訳
に
当
た
っ
て
、
熟

慮
を
重
ね
て
訳
語
を
選
ん
で
い
っ
た
過
程
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
一
五
二
二
年
の
「
九
月
聖
書
」
が
訳
さ

れ
た
時
点
に
お
い
て
は
、
ル
タ
ー
訳
ガ
ラ
テ
ヤ
書
は
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
ラ
テ
ン
語
訳
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
我
々
は
、
聖
書
翻
訳
史
に
お
け
る
ル
タ
ー
の
偉
大
な
業
績
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
ル
タ
ー
が
偉
大
な
仕
事
を
成
就
す

る
た
め
に
は
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
校
訂
に
よ
る
ギ
リ
シ
ア
語
本
文
ば
か
り
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
、
エ
ラ
ス
ム
ス
に
よ
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る
ラ
テ
ン
語
訳
と
註
釈
と
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
我
々
は
今
後
、
エ
ラ
ス
ム
ス
第
二
版
の
註
や
ル
タ
i
訳
に
先
行
す
る
ド
イ
ツ
語
訳
聖
書
を
も
検
討
資
料
に
加
え
、
ま
た
、
ル
タ
ー
の
聖

書
解
釈
や
神
学
的
な
立
揚
を
も
考
慮
に
い
れ
た
上
で
、
ル
タ
ー
訳
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
1
）
　
9
．
↓
謁
肉
ひ
（
一
〇
〇
〇
〇
y
N
8
h
こ
肉
民
ト
一
（
む
o
o
ひ
y
斜
o
o
酪
0
8
P
一
一
〇
●

（
2
）
　
な
お
コ
ー
イ
マ
ン
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
箇
所
で
、
ル
タ
ー
が
明
ら
か
に
エ
ラ
ス
ム
ス
の
翻
訳
を
利
用
し
て
い
る
」
（
『
ル
タ
ー
と
聖
書
』
一
三
四

　
頁
）
と
記
し
て
い
る
が
、
特
に
根
拠
は
示
し
て
い
な
い
。

（
3
）
　
十
六
世
紀
初
頭
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
ぎ
ロ
器
帥
旨
8
と
は
古
典
文
学
の
意
昧
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
ロ
ー
マ
古
典
を
さ
し
て
い
た
。
教
養

　
学
部
の
学
生
と
し
て
σ
9
器
畦
奮
を
習
得
し
た
ル
タ
ー
も
、
・
i
マ
の
詩
歌
は
学
ん
で
も
ギ
リ
シ
ア
語
は
学
ぱ
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
れ

　
は
、
ル
タ
ー
の
文
章
に
・
ー
マ
の
詩
歌
が
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
符
号
す
る
。

（
4
）
当
時
の
人
文
主
義
者
の
手
紙
は
、
多
く
の
揚
合
ギ
リ
シ
ァ
語
の
中
に
ま
れ
に
ラ
テ
ン
語
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
ル
タ
ー
に
お
い
て
は
そ
の

　
逆
で
あ
っ
た
。

（
5
）
　
一
五
一
五
年
よ
り
一
五
一
七
年
に
か
け
て
行
っ
た
・
マ
書
講
義
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
講
義
、
ヘ
ブ
ル
書
講
義
に
お
い
て
は
、
ウ
ル
ガ
タ
訳
に
拠
っ
て

　
い
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
。
自
筆
原
稿
の
残
っ
て
い
る
・
マ
書
講
義
に
お
い
て
、
ギ
リ
シ
ァ
文
字
で
の
本
文
引
用
は
三
箇
所
の
み
。

（
6
）
ω
。
呂
零
ぼ
。
一
げ
。
コ
＜
o
ヨ
U
o
一
ヨ
①
房
。
一
・
9
（
賦
い
O
）
，

（
7
）
　
ル
タ
ー
は
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
（
d
■
N
三
お
ε
が
ギ
リ
シ
ァ
語
で
聖
書
を
引
用
し
た
の
に
対
し
、
ラ
テ
ン
語
か
ド
イ
ッ
語
で
の
引
用
を
要
請
し

　
た
。

（
8
）
　
ル
タ
ー
は
、
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
（
唱
F
客
色
き
魯
夢
8
）
が
ギ
リ
シ
ァ
語
教
師
と
し
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
に
就
任
し
た
時
期
（
一
五
一
八

　
年
）
、
彼
の
講
義
に
出
席
し
て
ギ
リ
シ
ァ
語
の
習
得
に
励
ん
だ
。

（
9
）
o
o
貫
葛
訂
お
の
頃
毒
・
塁
幹
こ
琶
暮
で
ル
タ
ー
の
友
人
と
も
言
わ
れ
る
室
9
0
一
程
ω
O
R
ぽ
一
が
一
五
二
一
年
に
出
版
し
た
、
エ
ラ
ス
ム
ス

　
校
訂
本
初
版
の
ギ
リ
シ
ァ
語
本
文
の
み
の
版
。
R
コ
ー
イ
マ
ン
、
二
二
三
i
四
頁
一
国
昌
目
』
温
評
9
0
ρ
二
〇
一
く
o
F
ミ
（
切
ま
ま
）
（
写
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r九月聖書」の訳出過程について

　
真
）
。

（
1
0
）
　
び
o
一
一
ω
P
お
い
い

（
1
1
）
我
々
は
ル
タ
ー
が
用
い
た
と
さ
れ
る
一
五
〇
九
年
刊
行
の
ウ
ル
ガ
タ
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
①
一
五
一
〇
年
の
ウ
ル
ガ
タ
（
冒
8
げ
岳

　
霞
巽
窃
9
巴
が
H
岩
冨
で
刊
行
し
た
も
の
）
、
②
≦
＞
U
切
頓
所
収
の
ウ
ル
ガ
タ
、
③
ブ
ル
ー
ム
が
引
用
す
る
一
五
〇
九
年
版
ウ
ル
ガ
タ
、
を
利
用

　
し
た
。
①
に
つ
い
て
電
黛
ミ
魯
ミ
G
ミ
ミ
轟
ミ
。
、
、
富
、
蕊
ミ
＆
建
ミ
§
偽
。
、
ミ
恥
歳
。
骨
防
ミ
蝋
黛
ミ
恥
き
ミ
恥
鳶
讐
ミ
黛
。
、
円
富
切
篭
畿
急

　
③
、
ミ
無
恥
ミ
b
u
焼
ミ
恥
砺
8
ミ
y
8
ヨ
且
一
3
げ
網
勺
，
声
∪
霞
一
〇
毛
勲
＝
。
閏
．
零
〇
三
ρ
く
o
一
■
一
一
鳶
（
器
冥
冒
“
客
イ
“
国
『
窪
の
閑
6
ユ
旨
｝
一
8
ω
y

　
O
嵩
は
．
．
夢
置
a
三
8
9
8
。
ぐ
h
o
ぎ
蓄
昌
①
ω
霧
巴
聾
三
①
9
嶺
8
．
．
と
記
し
て
い
る
。
②
は
、
毒
＞
∪
ω
頓
の
田
三
且
言
夷
略
図
に
よ
れ

　
ぱ
、
イ
タ
リ
ッ
ク
体
な
ど
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
て
い
な
い
部
分
は
一
五
〇
九
年
バ
ー
ゼ
ル
版
と
同
一
本
文
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
（
E
G
1
）
に
は
駄
の
前
に
カ
ン
マ
が
な
い
。

（
1
3
）
　
こ
の
箇
所
の
括
弧
は
、
ル
タ
ー
訳
か
ら
の
影
響
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
る
テ
ィ
ン
ダ
ル
　
（
≦
。
↓
旨
計
一
〇
）
の
英
訳
聖
書
か
ら
＞
暮
ぎ
駐
a

　
く
㊦
邑
9
や
男
①
＜
一
㎝
巴
ω
9
邑
畦
ユ
く
o
邑
8
に
も
受
け
継
が
れ
、
口
語
訳
聖
書
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
薫
＞
鴇
一
U
一
。
o
誘
富
く
o
ユ
①
讐
一
一
α
o
害
R
α
①
昌
O
巴
暮
。
号
ユ
o
｛
－
∪
一
〇
〇
一
〇
器
。
P
卜
⊃
O
い

（
1
5
）
　
テ
ィ
ン
ダ
ル
の
英
訳
聖
書
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
箇
所
で
は
こ
の
語
に
鷺
。
8
三
お
を
用
い
て
い
る
。

（
1
6
）
　
O
捗
O
卜
b
一
霞
巴
ω
2
蜜
鶏
日
亀
。
二
U
践
R
胃
凶
噛

（
1
7
）
　
冥
器
＜
〇
三
〇
は
、
．
雪
餓
o
一
宕
8
0
円
一
〇
お
ω
3
一
一
（
㊧
℃
R
8
P
①
〈
①
暮
一
簿
o
こ
o
津
9
三
夢
9
0
箆
爵
o
囲
口
。
＜
o
昌
葺
一
α
q
）
…
3
一
【
o
鷺
。
8
ユ
雪
。
。

　
o
〈
9
窪
も
霧
ω
、
．
（
O
卜
o
）
等
の
意
味
が
あ
る
。
（
1
6
）
で
挙
げ
た
各
辞
典
を
も
参
照
。
冥
器
ぎ
耳
房
に
対
し
て
、
ω
巨
器
と
蜜
①
旨
超
R
は

　
共
に
♂
零
o
旨
『
爵
房
功
8
ε
詳
－
8
冨
℃
暮
冒
9
①
ミ
3
謎
、
．
と
い
う
語
義
を
与
え
て
お
り
、
呂
R
昌
2
R
は
．
．
ω
＝
垢
葺
三
8
岳
ぢ

　
唱
薯
窪
言
切
．
、
と
い
う
用
例
を
挙
げ
る
。
も
し
も
（
E
N
2
）
が
こ
の
用
例
と
同
義
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
ル
タ
ー
は
こ
れ
を
誤
解
し
た
こ
と
に
な
る
。

参
考
文
献
表
・
略
号
表
（
［
］
内
は
・
同
一
著
者
・
複
数
著
作
の
揚
合
の
略
記
）

切
一
昌
β
属
o
ぎ
国
師
．
目
一
〇
ω
o
瑳
8
の
o
｛
■
昇
一
一
臼
、
切
ω
o
筥
①
旨
げ
。
箕
8
3
ヨ
o
旨
”
O
巴
簿
蛋
一
切
、
｝
ヨ
簡
O
■
ω
甲
写
建
臼
（
a
．
）
“
ト
ミ
、
ミ
、
ミ
§
騨
軸
§
馬
蕊
も
ミ
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馬
・
肉
跨
⇒
超
3
噛
こ
§
ミ
§
ミ
軌
§
。
、
、
壽
＆
。
ミ
ぎ
ミ
ミ
薦
ミ
随
。
＼
覧
詳
肉
＆
ミ
§
ミ
軸
§
（
ω
ρ
■
。
昌
”
o
g
8
昌
臼
」
。
籍
y
…
占
斧

　　

暑
莫
（
ω
一
昌
ヨ
）
”
ト
§
ミ
8
§
乾
ミ
ミ
。
、
諄
ミ
葛
ミ
§
防
き
肉
§
§
防
§
軋
q
ミ
§
§
⇔
（
客
曜
∴
切
。
旨
。
一
卑
雪
ζ
舞
㊤
ヨ
馨
一
ヨ

　
　
勺
魯
魯
U
き
⑳
し
O
c
。
轟
y
器
い
－
い
。
。
9

国
・
｝
】
p
国
。
一
景
”
ミ
§
誉
ト
ミ
》
ミ
ー
Q
ミ
§
ミ
蓑
ミ
ミ
（
ω
“
い
・
募
乙
9
・
8
邑
F
ま
頓
）
［
田
自
邑

野
旨
匿
日
β
浮
一
琶
。
π
、
∪
脚
。
＜
g
お
窪
塁
■
豊
§
的
9
塁
爵
…
の
翁
審
・
g
目
婁
昏
①
募
、
」
そ
（
田
醤
ざ
ヨ
ヨ
Y
ト
ミ
ミ
｝
o
裂
ミ

　　

織
葦
垂
§
鋤
§
（
。
。
9
ま
§
α
①
㎝
＜
。
『
。
募
幹
菊
。
｛
。
§
豊
。
コ
ω
α
q
馨
｝
一
一
。
耳
。
一
。
c
。
。
（
○
幕
『
。
一
。
F
一
。
N
頓
）
y
象
－
N
命

u
剛
げ
げ
鼻
浮
毒
婁
ご
．
浮
ぎ
冒
豪
器
＜
＆
①
昇
喜
g
の
。
①
も
η
2
窪
昌
↓
韓
弩
。
量
。
窪
σ
頃
ユ
8
壽
昌
昌
↓
塁
N
日
o
置
＆
凝
巴
、
＝
・

　
　
』
§
ミ
母
、
尋
寄
愚
§
ミ
賊
§
偽
鷺
象
ミ
“
鳶
恥
い
o
。
（
G
＆
y
い
o
o
－
呂
o
、

0
8
ρ
男
』
貫
三
（
。
辞
Y
ミ
§
帖
鳶
ト
ミ
ミ
■
g
ぎ
§
誉
裟
§
肋
富
曾
§
黛
§
ミ
§
又
名
。
冒
塁
浮
§
p
毒
霧
｝
旨
β
湧
い
）

因
8
首
雪
P
≦
」
■
（
コ
ー
イ
マ
ン
）
『
ル
タ
ー
と
聖
書
』
（
岸
千
年
訳
、
聖
文
舎
、
一
九
七
一
年
（
オ
ラ
ン
ダ
語
原
著
、
一
九
五
八
年
、
二
版
一
九
六

　
　
一
年
）
）

■
。
訂
ρ
切
R
三
葭
脅
ミ
§
帖
醤
ト
ミ
添
ミ
・
鰻
§
親
蔦
§
・
§
恥
き
砺
墨
隠
昏
§
§
縄
軌
さ
ミ
簿
（
さ
。
り
＞
島
り
冒
言
9
。
三
ρ
＝
・
ω
8
一
二
℃
。
。
ω
）

　
　
［
■
o
冴
o
］

■
。
房
ρ
ω
①
e
言
旨
叫
、
u
一
。
≧
【
暮
邑
芭
R
巨
α
Q
畠
R
。
匿
切
二
酵
窪
ω
。
梓
ω
9
即
津
ぎ
冒
些
①
房
里
σ
¢
一
害
①
韓
言
巨
界
莫
ト
ミ
＞
ミ
鋒
（
一
。
。
。
。
）
も
－

　
　
N
9

＜
。
一
N
｝
評
冨
（
ぼ
の
σ
q
・
毒
§
峯
薯
び
簿
＜
8
国
。
国
帥
・
ざ
Y
窯
恥
繋
ミ
き
簿
ミ
鷺
ビ
ミ
§
導
ミ
慧
嶺
＆
（
u
彗
暴
鼠
鼻
”
名
切
導
N
）

　　

冒
。
一
民
一
夷
．
≦
o
膏
邑
弩
巨
σ
q
曾
N
日
冒
浮
。
匿
げ
。
一
く
g
a
ホ
、
）

＜
。
F
＝
雪
ヨ
ミ
ミ
§
ト
ミ
ぎ
肋
蔚
ミ
象
ぎ
b
o
㊦
ミ
（
謡
帥
ヨ
げ
ξ
σ
Q
”
写
一
8
『
一
㏄
薯
一
蕪
孕
む
N
。
。
）
［
＜
o
一
N
］

ゑ
＞
睦
≦
o
言
p
困
『
》
岳
σ
q
呂
。
（
ワ
イ
マ
ー
ル
版
ル
タ
ー
全
集
）

≦
》
U
b
d
日
薫
o
首
貰
g
》
岳
窓
げ
o
｝
∪
㊦
暮
零
げ
。
霞
げ
o
一

［
辞
典
類
］
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TRE＝Tゐβo♂08∫56h8Rθα」θ”βッたJo♪磁づθ（Berlin：de　Gruyter，1976一）

》
’
ρ
“
2
理
璽
韻
麗
e
「
細
圃
殴
《
」

ζ
一




